
億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

前年度末積立金（㋐） 時価ベース 1,549,035 72,687 213,577 22,219 1,857,518 92,210 30,867 1,980,595 

 総額 475,825 29,793 79,643 8,834 501,301 36,002 241,117 527,796 

保険料収入 319,287 12,744 33,476 4,384 369,892 13,904 ・ 383,795 

国庫・公経済負担 97,988 2,817 7,106 1,268 109,178 18,207 ・ 127,385 

追加費用 ・ 1,773 3,927 ・ 5,700 ・ ・ 5,700 

基礎年金交付金 4,340 451 945 35 5,772 3,822 ・ ④ 

実施機関拠出金収入 44,791 ・ ・ ・ ① ・ ・ ① 

厚生年金交付金 ・ 11,066 33,124 2,773 ② ・ ・ ② 

財政調整拠出金収入 ・ － 1,040 ・ ③ ・ ・ ③ 

職域等費用納付金 806 ・ ・ ・ 806 ・ ・ 806 

解散厚生年金基金等徴収金 7,301 ・ ・ ・ 7,301 ・ ・ 7,301 

基礎年金拠出金収入 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 241,031 ⑤ 

独立行政法人福祉医療機構納付金 1,102 ・ ・ ・ 1,102 61 ・ 1,163 

その他 210 942 23 375 1,550 9 86 1,646 

 総額 473,864 30,953 83,109 8,472 503,604 38,103 238,644 529,727 

給付費 238,045 13,097 38,149 2,818 292,108 4,770 229,047 525,925 

基礎年金拠出金 186,968 5,480 13,985 2,494 208,928 32,103 ・ ⑤ 

実施機関保険給付費等交付金 46,963 ・ ・ ・ ② ・ ・ ② 

厚生年金拠出金 ・ 10,761 30,896 3,134 ① ・ ・ ① 

基礎年金相当給付費（基礎年金交付金） ・ ・ ・ ・ ・ ・ 9,594 ④ 

財政調整拠出金 ・ 1,040 － ・ ③ ・ ・ ③ 

その他 1,888 574 79 26 2,568 1,230 4 3,801 

1,961 △ 1,160 △ 3,466 362 △ 2,303 △ 2,100 2,473 △ 1,931 

<△ 5,340> <△ 9,604> <△ 9,231>

運用損益（㋒） 時価ベース 22,133 1,182 2,696 298 26,309 1,329 15 27,653 

その他（㋓） 時価ベース 172 － － － 172 105 － 277 

年度末積立金（㋐＋㋑＋㋒＋㋓） 時価ベース 1,573,302 72,709 212,807 22,878 1,881,696 91,543 33,355 2,006,594 

年度末積立金の対前年度増減額 時価ベース 24,267 22 △ 770 660 24,178 △ 667 2,488 26,000 

(注)1.この表（単年度収支状況）は、公的年金制度の財政状況を年金財政の観点から制度横断的に比較・分析したものであり、以下のとおり作成している。
・収入（単年度）では、「運用損益」、国民年金（基礎年金勘定）の「積立金より受入」を除いて算出
・支出（単年度）では、国共済及び地共済の「その他」を有価証券売却損等を除いて算出
・「運用損益を除いた単年度収支残」は、単年度の収入総額と支出総額の差として算出
・国共済、地共済及び私学共済については、厚生年金保険経理（私学共済は厚生年金勘定・厚生年金経理）を計上
　（ただし、国共済及び地共済の「基礎年金交付金」及び「給付費」には、経過的長期経理における基礎年金交付金を加えて算出）

    2.

    3.厚生年金勘定、厚生年金計及び公的年金制度全体の< >内の額は、解散厚生年金基金等徴収金を控除した額である。
    4.「その他（㋓）」に計上している額は、厚生年金勘定及び国民年金（国民年金勘定）の「業務勘定から積立金への繰入れ」である。
    5.厚生年金勘定、厚生年金計及び公的年金制度全体には、厚生年金基金が代行している部分を含まない。
    6.基礎年金拠出金収入及び国民年金勘定の基礎年金拠出金には、特別国庫負担額を含めた基礎年金勘定への繰入額を計上している。
    7.運用損益は、運用手数料控除後のものである。なお、国共済の時価ベースの額は、預託金について市場金利を参照して時価に類する評価をした場合の額である。

運用損益分を除いた単年度収支残（㋑）

厚生年金計は、厚生年金全体としての財政収支状況をとらえるため、厚生年金実施機関間でのやりとり（①～③）を収入・支出両面から除いている。また、公的年金制度全体は、同様に、①～③に加えて公的年金制度内でのやりとり
（④、⑤）を収入・支出両面から除いている。
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公的年金の単年度収支状況（平成30年度）【年金財政の観点から制度横断的に比較・分析したもの】
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